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１ 会議名 第２回長岡市文化財保護審議会 

２ 開催日時 平成30年２月22日（木曜日） 

３ 開催場所 さいわいプラザ３階304教室 

４ 出席者名 審議会委員 

伊藤委員、鈴木委員、高橋委員、原委員 

平山委員、深澤委員、星野委員、山田委員 

委員以外の出席者 

 金澤教育部長 

(事務局＝科学博物館) 

小熊館長、佐藤補佐、田中係長、鳥居主査 

小林主査、丸山主査、加藤主査、山賀主査 

５ 欠席者名 羽鳥委員、三富委員 

６ 議題 報告（１）新潟県選定保存技術「屋根葺（茅葺）」の認定解除に

ついて 

  （２）「良寛住庵の地密蔵院跡」の修復について 

  （３）新たに国登録有形文化財の答申が出た「越乃雪本舗大

和屋店舗兼主屋」について 

７ 審議結果の概要 （１）新潟県選定保存技術「屋根葺（茅葺）」の認定解除につい

て 

  概要と認定解除を事務局より報告 

（２）「良寛住庵の地密蔵院跡」の修復について 

  市指定文化財「良寛住庵の地密蔵院跡」の密蔵院の修復につ

いて概要を事務局より報告 

（３）新たに国登録有形文化財の答申が出た「越乃雪本舗大和屋

店舗兼主屋」について 

  概要を事務局より報告 
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その他 

（１）新潟県選定保存技術「屋根葺（茅葺）」の認定解除について 

県内には屋根葺の選定保存技術者は何人いるのか。 

今回認定解除となる方を含めて 17人である。今回の認定解除で寺泊野

積の茅葺職人はいなくなる。 

 

技術者はいなくなってしまうが、これまでの仕事の資料や映像などは

残っていないのか。 

そういうものは残っていない。 

記録が残っていると良かった。 

10 年程前に本人から材料の調達や発注者との話の内容など茅葺の仕事

について聞き取りをしており、記録されている。 

 

（２）「良寛住庵の地密蔵院跡」の修復について 

100 年以上経ってからの再建であるが、再建時には当初の設計図等はあ

ったのか。 

設計図等はなかった。 

 

密蔵院と照明寺との関係は。 

1740 年の文書が残っており、当時は照明寺の前寺が３ヵ寺あり、その

内の１つが密蔵院であったことが記されている。照明寺の前寺は、当

初は６ヵ寺あったが徐々に減り、現在では６ヵ寺全てなくなっている。 

 

（３）新たに国登録有形文化財の答申が出た「越乃雪本舗大和屋店舗

兼主屋」について 

今回登録となった建物の特徴は何か。 

戦災直後の建物であるが、非常に質が高く、現在でも当時の形態をよ

く残している。 

 

 

中潟町にある市指定文化財「菩薩形立像」が、2 月 20 日の新潟県文化

財保護審議会で県指定文化財に指定するように答申が出て、正式な決

定は県教育委員会の 3 月の定例会の議決を経て行われる予定であるこ

とを事務局より報告した。 

 

 



さいわいプラザ３階で開催中の「長岡藩主牧野家ゆかりのおひなさま

展」を視察 

９ 会議資料   別添のとおり 

         なお、資料１については、個人情報保護のため公表しない。 

 


